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発
行
日

令
和
四
年
六
月
一
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

太
郎
坊
・阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之

令
和
四
年
五
月
二
十
一
日
、
太
郎
坊
宮
山
上

聖
域
広
場
に
お
い
て
「
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年

悠
久
の
近
江
・
魅
力
再
発
見
事
業
」
の
開
会
式

が
挙
行
さ
れ
、
令
和
五
年
末
ま
で
続
く
一
連
の

催
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
神
社
が
位
置
す
る
東
近
江
地
域
は
、
聖
徳

太
子
に
ま
つ
わ
る
物
語
や
文
化
が
日
本
で
最
も

多
く
伝
わ
る
場
所
で
す
。
こ
の
近
江
の
風
土
の

も
と
で
創
造
・
伝
承
さ
れ
た
聖
徳
太
子
の
物
語

や
文
化
の
豊
富
さ
は
、
奈
良
や
大
阪
、
京
都
を

も
上
回
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
我
々
の
日
常
生
活

の
中
に
溶
け
込
み
、
今
な
お
生
き
る
様
子
は
、

ま
さ
に
「
近
江
の
聖
徳
太
子
」
と
称
し
て
誇
り

得
る
も
の
で
す
。

斯
様
に
近
江
と
聖
徳
太
子
が
結
び
つ
い
た
所

以
は
、
人
々
が
太
子
の
尊
き
御
力
を
願
っ
た
か

ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て

も
日
々
の
平
安
と
無
事
を
約
し
、
加
護
を
授
け

賜
う
尊
き
神
霊

。
人
々
は
、
そ
の
垂
迹

（
衆
生
救
済
の
為
に
、
尊
い
神
霊
が
姿
を
変
え

て
出
現
し
た
存
在
）
こ
そ
が
聖
徳
太
子
だ
と
感

得
し
、
敬
仰
し
続
け
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
誠

に
真
摯
な
祈
り
の
中
に
「
近
江
の
聖
徳
太
子
」

の
源
流
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幕
開
け
を
迎
え
た
本
事
業
で
は
、
聖
徳
太
子

に
縁
あ
る
社
寺
で
の
特
別
御
朱
印
の
授
与
や
秘

仏
拝
観
を
始
め
、
遺
徳
を
偲
ん
だ
『
近
江
の
聖

徳
太
子
絵
伝
』
公
開
、
伝
統
芸
能
『
江
州
音
頭
』

聖
徳
太
子
詩
の
新
作
披
露
、
市
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
公
演
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
江
の
地
で
、
親
し
み
を
も
っ
て
語
り
継
が

れ
る
聖
徳
太
子
。
そ
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
共

に
、
太
子
を
心
の
拠
り
所
と
し
た
古
人
に
思
い

を
馳
せ
る
ひ
と
時
が
、
い
ま
始
ま
り
ま
す
。

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

赤
神
山
と
は
、
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に

な
る
近
江
国
高
天
原
、

す
な
わ
ち
太
郎
坊
山
の

御
名
で
す
。

↑太郎坊宮HP↑

祝
ー
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
ー

悠
久
の
近
江
・
魅
力
再
発
見
事
業

開
始
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社

務

日

誌
（
抄
）

参
集
殿
日
誌
（
抄
）

諸
祭
事
を
斎
行
し
ま
し
た

一

月

歳
旦
祭

太
郎
坊
宮
敬
神
講
社
新
春
祈
願
祭

同
評
議
員
会

功
績
者
表
彰
式
典

古
神
札
等
焼
納
祭

献
灯
講
講
社
祭

K
B
S

京
都
ラ
ジ
オ
様

「
ほ
っ
か
ほ
か
ラ
ジ
オ
」
出
演

関
西
電
力
送
配
電
滋
賀
支
社
様

防
火
保
安
点
検
奉
仕
作
業

二

月

節
分
厄
除
大
祭

厄
除
招
福
神
事

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
記
念

『
近
江
の
聖
徳
太
子
絵
伝
』

完
成
披
露
会

紀
元
祭

平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
八
日
市
様

『
出
張
太
郎
坊
宮
！

お
ま
も
り
づ
く
り
・
巫
女
さ
ん

体
験
イ
ベ
ン
ト
』

び
わ
湖
の
ひ
な
人
形
め
ぐ
り
展

共
催
ひ
な
人
形
展

天
長
祭

祈
年
祭

本
年
上
半
期
の
諸
祭
事
も
、
各
位
の
ご
奉
賛
を

得
て
滞
り
な
く
執
行
し
ま
し
た
。
此
処
に
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
一
部
祭
事
は
関
係
者
の
み
で
の
斎
行
、

参
列
者
人
数
の
制
限
、
付
帯
行
事
の

縮
小
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

❖

功
績
者
表
彰
式
典

敬
神
講
社
の
講
元
役
員

様
を
始
め
、
当
神
社
の
護

持
発
展
に
特
別
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す

る
式
典
で
す
。

本
年
は
、
左
記
の
方
々

へ
感
謝
状
を
謹
呈
致
し
ま

し
た
。

近
江
八
幡
市

宮
村
茂
道

様

甲
賀
市

平
田
康
弘

様

甲
賀
市

三
ケ
月
義
信

様

近
江
八
幡
市

吉
田
栄
治

様

東
近
江
市

松
岡
久
司

様

近
江
八
幡
市

園
田
は
る
枝

様

❖

出
張
・
太
郎
坊
宮
！
体
験
イ
ベ
ン
ト

東
近
江
市
に
あ
る
平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
で
、

お
ま
も
り
づ
く
り
や
衣
装
着
付
け
を
体
験
す
る

「
出
張
・
太
郎
坊
宮
！
」

を
行
い
ま
し
た
。
衣
装
体

験
は
特
に
好
評
で
、
子
ど

も
た
ち
は
狩
衣
や
巫
女
装

か
り
ぎ
ぬ

束
に
身
を
包
み
ポ
ー
ズ
を

決
め
た
り
、
写
真
を
撮
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
大
は
し
ゃ

ぎ
で
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。

❖

ひ
な
人
形
め
ぐ
り
展

滋
賀
県
全
域
で
催
さ
れ
た
「
び
わ
湖
の
ひ
な
人

形
め
ぐ
り
展
」
に
参
画
し
、
お
雛
様
の
展
覧
会
を

行
い
ま
し
た
。
本
年
は

各
ご
家
庭
で
大
切
に
飾

り
続
け
ら
れ
た
お
雛
様

七
台
を
お
預
か
り
し
、

参
集
殿
の
大
広
間
に
並

べ
て
展
示
。
鮮
や
か
な

雛
飾
り
を
愛
で
に
、
大

勢
の
方
に
足
を
運
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
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木
製
鳥
居
の
寄
進
受
付
を
再
開
致
し
ま
し
た
。

祈
り
と
感
謝
の
心
を
鳥
居
に
込
め
て
、
大
神
様
の

御
前
へ
ご
寄
進
下
さ
い
。

・
奉
納
料

一
基

十
一
万
円

・
特

典

鳥
居
本
体
へ
、
芳
名
や
願
い
事
を

直
接
お
書
き
致
し
ま
す

※
鳥
居
寄
進
の
詳
し
い
資
料
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

去
る
令
和
四
年
四
月
二
十
七
日
、
神
社
本
庁
鷹

司
尚
武
統
理
よ
り
、
当
神
社
の
山
形
實
顧
問
に
対

し
て
『
敬
神
功
労
章
』
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
山
形

顧
問
に
は
当
神
社
責
任
役
員
を
長
年
お
勤
め
頂
い

た
ほ
か
、
境
内
の
整
備
・
発
展
に
も
絶
大
な
る
寄

与
を
頂
い
て
お
り
、
多
年
に
亘
っ
て
神
徳
の
宣
揚

に
貢
献
頂
い
た
功
績
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
實
顧
問

神
社
本
庁
敬
神
功
労
章
受
章

ー
鳥
居
よ
、
よ
み
が
え
れ
ー

木
製
鳥
居
の
受
付
を
再
開
し
ま
し
た

三

月

N
H
K

様

『
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
』
撮
影

例
祭

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
記
念

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
天
子
の
雫
』

奉
納
演
奏

八
日
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

聖
徳
太
子
尊
像
・
和
奉
の
鐘

奉
納
奉
告
祭

藤
井
清
様
・
藤
井
健
司
様

「
以
和
為
貴
」
碑
奉
納
奉
告
祭

四

月

日
供
講
並
び
に
毎
日
毎
月
祈
願
者

講
社
祭

株
式
会
社
奥
田
工
務
店
様

遙
拝
所
神
殿
奉
納
奉
告
祭

エ
ー
ス
証
券
株
式
会
社
様

石
造
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

N
H
K

様

『
関
西
え
ぇ
ト
コ
』
取
材
撮
影

五

月

お
田
植
大
祭

東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
様

必
勝
祈
願
祭

近
江
の
聖
徳
太
子
魅
力
発
信
事
業

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

六

月

夏
越
大
祓
式

毎

月

十

五
日

古
神
札
等
焼
納
祭

二
十
三
日

月
次
祭

二
十
八
日

赤
神
不
動
尊
月
次
祭

❖

聖
徳
太
子
尊
像
・
和
奉
の
鐘
ご
奉
納

八
日
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
様
か
ら
、
活
動
開
始
六
十

周
年
記
念
と
し
て
『
聖
徳
太

子
尊
像
』
及
び
『
和
奉
の
鐘
』

を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
鐘
銘
に
は
「
奉
仕
の
心
と

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ご
参
拝
の
折
に
は
、

祈
り
を
込
め
て
打
ち
鳴
ら
し
て
下
さ
い
。

❖

遙
拝
所
神
殿
ご
奉
納

日
野
町
の
株
式
会
社
奥
田
工

務
店
様
か
ら
、
第
二
駐
車
場
入

口
に
本
殿
の
神
座
を
遥
拝
す
る

た
め
の
石
造
神
殿
を
ご
奉
納
頂

き
ま
し
た
。

❖

石
造
鳥
居
ご
奉
納

大
阪
市
の
エ
ー
ス
証
券
株

式
会
社
様
よ
り
、
一
願
成
就

社
へ
至
る
参
道
途
中
に
石
造

鳥
居
を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

※
そ
の
他
、
年
始
よ
り
多
数
の
ご
奉
賛
及
び

ご
奉
納
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
紙
面
の
都

合
上
全
て
の
ご
紹
介
が
叶
い
ま
せ
ん
事
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
号
表
紙
は
聖
徳
太
子
と
縁
あ
る
『
御
物
法

隆
寺
錦
・
膳
妃
御
下
帯
』
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

原
品
は
法
隆
寺
に
伝
わ
っ
た
織
物
で
、
聖
徳

太
子
の
妃
の
一
人
・
膳
妃
の
帯
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
膳
妃
は
太
子
か
ら
最
も
愛
さ
れ
た
妃

と
い
わ
れ
、
数
人
い
た
妃
の
中
で
唯
一
、
太
子

と
共
に
葬
ら
れ
た
人
物
で
す
。

本
作
は
、
染
織
工
芸
の
名
匠
・
龍
村
平
藏
の

手
に
よ
る
複
製
で
す
（
当
神
社
参
集
殿
蔵
）
。

小
珠
文
を
収
め
た
格
子
内
中
央
に
蓮
華
文
、
左

右
に
は
蕨
手
文
を
配
し
た
構
図
で
、
緻
密
に
織

り
成
さ
れ
た
逸
品
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
東
近
江
地
域
に
伝
わ
る
聖
徳
太

子
伝
承
を
総
括
し
た
冊
子

『
近
江
の
聖
徳
太
子
絵
伝
』

の
一
般
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
事
業

概
要
を
ご
覧
頂
け
ま
す

山
に
鎮
ま
る
神
に
対
し
、

聖
徳
太
子
は
国
家
の
安
泰
と

万
民
の
幸
福
を
祈
願
し
ま
す
。

山
の
神
は
太
子
の
願
い
を

聞
き
届
け
る
こ
と
を
約
束
。

そ
れ
を
喜
ん
だ
聖
徳
太
子
は
、

人
々
に
「
こ
こ
は
我
が
神
の

山
で
あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
が
、
時
代
を
経
る

聖
徳
太
子
没
後
一
四
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る

今
年
。
聖
徳
太
子
伝

説
を
有
す
る
東
近
江

の
社
寺
が
中
心
と
な
っ

た
「
近
江
の
聖
徳
太

子
・
魅
力
発
信
」
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た

（
写
真
右
・
知
事
や

首
長
臨
席
の
も
と
で

行
わ
れ
た
開
会
イ
ベ
ン
ト
）
。

当
神
社
で
は
、
令
和
四
年

十
二
月
四
日
に
行
う
お
火
焚

大
祭
を
「
聖
徳
太
子
一
四
〇

〇
年
祭
記
念
」
と
し
て
行
い

ま
す
。
他
の
祭
事
に
お
い
て

も
、
太
子
の
遺
徳
を
顕
彰
す

る
記
念
祭
事
と
し
て
厳
か
に

執
行
致
し
ま
す
。

ま
た
、
画
家
の
草
笛
由
美

子
氏
が
当
神
社
の
御
神
徳
か

ら
着
想
を
得
て
製
作
し
た

『
太
子
絵
巻
』
（
写
真
中
央
）

や
、
特
別
な
ご
朱
印
紙
（
写

真
左
）
の
授
与
も
行
っ
て
参

り
ま
す
。

表

紙

解

説

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
祭
「
近
江
の
聖
徳
太
子
・
魅
力
発
信
」
事
業

聖
徳
太
子
と
東
近
江
‐
第
三
回

内
に
「
赤
神
山
」
へ
変
化
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
聖
徳
太
子
が
祈
り
を
奉
げ
た
神
の
正

体
は
、
太
子
の
祖
先
に
あ
た
る
神
様
で
し
た
。

そ
の
名
は
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
大
神
と

ま
さ
か
あ
か
つ
か
ち
は
や
ひ
あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の

お
お
か
み

い
い
、
聖
徳
太
子
へ
困
難
に
打
ち
勝
つ
「
力
」

を

授

け

た

と

言

わ

れ

て

い
ま
す
。

赤神山頂上より。1400年前、聖徳太子

も目にしたであろう眺望が広がる。

太郎坊大神御神影。

勝利の神様として

敬仰されている。
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◆
千
日
大
祭

各
種
催
し

❖

特
別
な
「
お
ま
も
り
づ
く
り
」

千
日
大
祭
期
間
中
だ
け
の
特
別
な
お
ま
も
り

づ
く
り
体
験
を
ご
用
意
。

❖

奉
納
ふ
う
り
ん
受
付

風
鈴
の
短
冊
に
願
い
を

書
き
、
涼
や
か
な
音
色
と

共
に
神
様
へ
さ
さ
げ
ま
す
。

毎
年
好
評
の
ふ
う
り
ん
絵

付
け
体
験
も
、
参
集
殿
で

開
催
し
ま
す
。

❖

千
日
大
祭
参
拝
記
念
ご
朱
印

千
日
大
祭
の
祭
日
に
参
拝
さ
れ
た
方
だ
け
に

特
別
な
御
朱
印
を
お
授
け
し
ま
す
。

❖

奉
納
花
火
大
会

神
様
へ
奉
納
さ
れ

た
花
火
が
、
夜
空
を

彩
り
ま
す
。
七
月
二

十
三
日
実
施
計
画
中
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
一
部
催
事
が
中
止
ま
た
は
縮
小
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

―
千
日
大
祭
に
参
拝
す
れ
ば
、

千
日
間
の
参
拝
と

等
し
き
ご
利
益
を
得
る
―

こ
う
言
い
伝
え
ら
れ
る
、

太
郎
坊
宮
・
千
日
大
祭
。

「
太
郎
坊
尊
の
大
祭
典
」
と

讃
え
ら
れ
た
千
日
大
祭
は
、

数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
祭
礼

で
す
。

今
年
も
古
式
に
の
っ
と
り
、

諸
願
成
就
の
大
祈
祷
を
執
り

行
い
ま
す
。
大
祈
祷
で
は
、

皆
様
に
太
郎
坊
大
神
様
の
尊

い
ご
加
護
が
あ
る
よ
う
お
祈

り
し
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
の

舞
を
特
別
に
奏
で
ま
す
。

ま
た
、
大
祭
期
間
中
は
境

内
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。

神
秘
的
な
空
間
を
描
き
出
し

ま
す
。

◆
千
日
大
祭

大
祈
祷

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
）

千
日
大
祭
期
間
中
の
み
行
う
大
祈
祷
。
特
別

祈
願
神
札
等
を
お
授
け
し
ま
す
。

―
太
郎
坊
尊
の
大
祭
典
―

千
日
大
祭
の
ご
案
内
（
七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）

◆
和
守
（
な
ご
み
ま
も
り
）

一
〇
〇
〇
円

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
祭
を
記
念
し
、
特
別
に

製
作
・
祈
願
を
行
っ
た
お
守
り
で
す
。
調
和
を
重

ん
じ
ら
れ
た
聖
徳
太
子
の
遺
徳
を
仰
ぎ
、
物
事
が

順
調
に
進
む
よ
う
祈
念
致
し
ま
し
た
。

◆
克
勝
守
（
な
お
の
ご
と
く
か
つ
ま
も
り
）

一
〇
〇
〇
円

太
郎
坊
宮
の
神
様
の
御
神
徳

で
あ
る
「
己
に
克
つ
」
「
総
て

に
勝
つ
」
を
現
し
た
、
カ
ー
ド

型
の
お
守
り
。
文
字
と
御
神
紋

を
透
か
し
彫
り
に
す
る
こ
と
で

「
先
を
見
通
す
」
縁
起
を
掛
け

て
い
ま
す
。

◆
ペ
ッ
ト
の
御
守

一
〇
〇
〇
円

ペ
ッ
ト
が
い
つ
も
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
祈
願
し

た
御
守
で
す
。
中
に
は

名
前
や
連
絡
先
を
記
入

し
た
カ
ー
ド
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介



勝利と幸福を授ける神 太郎坊・阿賀神社報『赤神山』

（6）

こ
の
度
、
当
神
社
は
社
会
的
な
要
望
に
お
応
え

す
る
た
め
、
霊
璽
奉
安
所
・
祖
霊
殿
を
新
設
致
し

れ
い
じ
ほ
う
あ
ん
し
ょ

そ
れ
い
で
ん

ま
し
た
。

【
霊
璽
】
と
は
、
仏
教
で
い
う
位
牌
で
す
。
神

れ

い

じ

い

は

い

道
で
は
古
く
か
ら
「
人
の
死
後
は
神
に
な
る
」
と

信
じ
ら
れ
て
お
り
、
故
人
や
先
祖
の
霊
が
宿
っ
た

や
ど

霊
璽
を
大
切
に
「
祭
祀
（
＝
お
祀
り
す
る
こ
と
。

れ

い

じ

さ

い

し

ま
つ

仏
教
で
い
う
供
養
）
」
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

く

よ

う

神
社
が
寺
の
よ
う
に
「
先
祖
祀
り
」
を
行
う
こ

ま
つ

と
を
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
昔
の
日
本
人

は
「
山
に
坐
す
神
の
姿
は

ま

祖
霊
な
り
」
と
語
り
伝
え
、

そ

れ

い

先
祖
の
魂
は
山
々
の
高
み

か
ら
子
孫
を
守
護
す
る
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
伝
統
由
緒
に

基
づ
く
祖
霊
殿
は
、
家
庭

そ
れ
い
で
ん

で
の
祭
祀
が
困
難
に
な
っ

さ

い

し

た
霊
璽
を
お
預
か
り
し
、
ご
家
族
に
代
わ
っ
て
末

れ

い

じ

長
く
お
祀
り
す
る
場
所
で
す
。

ま
つ

す
な
わ
ち
、
太
郎
坊
大
神
様
の
近
く
で
故
人
の

「
永
代
祭
祀
」
を
行
う
た
め
の
御
殿
で
す
。

さ

い

し

◆
夏
越
大
祓
式
（
六
月
三
十
日
）

◆
合
祀
祭
（
七
月
十
五
日
）

◆
献
茶
祭
（
七
月
二
十
三
日
）

◆
千
日
大
祭
（
七
月
二
十
三
・
二
十
四
日
）

◆
観
月
祭
（
九
月
十
日
）

◆
抜
穂
祭
（
九
月
下
旬
）

◆
秋
季
講
社
大
祭

◆
一
願
成
就
社
報
恩
祭
（
十
一
月
三
日
）

◆
新
嘗
祭
（
十
一
月
二
十
四
日
）

◆
献
菊
祭
・
菊
花
展
（
十
一
月
上
旬
）

◆
七
五
三
参
り
（
十
一
月
中
）

◆
お
火
焚
大
祭
（
十
二
月
四
日
）

◆
大
祓
式
（
十
二
月
三
十
一
日
）

【
神
域
内
に
建
つ
祖
霊
殿
の
外
観
】

国
定
登
録
有
形
文
化
財
・
長
楽
殿
。
歴
史
あ
る

ち
ょ
う
ら
く
で
ん

建
築
物
が
、
祖
霊
の
平
安
を
約
束
し
ま
す
。

【
長
楽
殿
内
に
設
置
す
る
祖
霊
殿
】総

白
木
造
り
の

そ
う
し
ら
き
づ
く

御
祭
壇
に
霊
璽
を

ご
さ
い
だ
ん

れ

い

じ

安
置
し
ま
す
。

あ

ん

ち毎
朝
、
神
職
が

祖
霊
に
お
供
え
を

行
い
ま
す
。

お
ま
つ
り
は
、

お
ご
そ
か
な
神
道

祭
式
で
執
行
致
し

さ
い
し
き

ま
す
。

❖

祖
霊
殿
の
概
要

・
永
代
祭
祀
料

三
十
万
円

（
そ
の
他
の
費
用
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
）

・
条
件
な
ど

一
、
生
前
の
宗
旨
・
宗
派
は
問
い
ま
せ
ん
。

霊
璽
の
奉
製
作
は
当
社
で
承
り
ま
す
。

れ

い

じ

二
、
お
ま
つ
り
は
、
神
社
神
道
の
祭
式
で

行
い
ま
す
。

三
、
毎
朝
の
お
供
え
に
加
え
、
御
命
日
に

年
祭
を
行
い
ま
す

・
資
料
を
ご
希
望
の
場
合
は
神
社
内
の
受
付
や

お
電
話
・
メ
ー
ル
で
ご
請
求
下
さ
い
。

―

故
人
の
御
霊
を

や
す
ら
か
に

お
ま
つ
り
す
る

―

み

た

ま

霊
璽

奉
安
所

祖
霊
殿
の
ご
案
内

れ

い

じ

ほ
う
あ
ん
し
ょ

そ
れ
い
で
ん

今
後
の
主
な
神
事
予
定


